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第1篇
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子宮運動の生理に関す る二,三 の観察
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緒 言

子宮運動の研究は従来幾多の研究者 たちに

よつて種 々の方法を用いて行われてお り,そ

の実験方法に関す る文献 もまた枚挙に遑がな

い.

これ らの実験方法を大別す る と摘出子宮 に

よる研究及び生体 位子宮におけ る研究の2方

法であ る.前 者は薬物の直接子宮 に対 する作

用の分析的及び定量的な研究や筋收縮 に関 し

た特殊な研究 目的等 に便利で あるが,子 宮運

動の組織的 な運動状態をな るべ く生理的な環

境に於 て検索の対象 とす る目的には後者,即

ち生体位におけ る観察方法が優れ てお り,又

生体に与えられ た薬物の作用の観察 もまた こ

の方法に よらねばならない.従 つて,こ の生

体位の方法 としては可及的に生理的な状態 と

い うことが重要な条件になるが,そ れ と同時

に子宮運動 その ものや薬物に対するその反応

がHormoneの 影響 を蒙 る関係か ら性 周期の

各期を含む長期間に亙 つて実験できるとい う

条件 も含 まれ るのであ る.

従来 の生体位実験方法の うち,こ の2条 件

を 比 較 的 よ く充 し て い る の はLudwig &

 Lenz1), Wiejenbeck2),ら によつて開拓 された

腹窓法であ る.こ の方法は無麻酔の ま ゝ長期

に亙 り,し か も無傷の子宮 についてその運動

を観察で きるものである.し か し,こ の方法

の最大の欠点はその観察が肉眼的な方法,さ

もな くば映面撮影に よらなければならない こ

とであつ て,そ のため複雑な子宮運動の時間

的な変化な らびに量的変化 を客観的に表現 し

に くい憾みがある.こ の意味に於 てReynolds3)

が無麻酔兎の実験に於 て長期に亙 る子宮運動

の記録を可能にした所謂慢性子宮瘻管法は子

宮運動研究法 としては画期的 なもの として注

目された ものである.こ の 方 法 は 間 もな く

Azuma, Dale & Soskin4)に よつて無麻酔犬の

子宮運動記録 の方法 として改良応用 されるに

到 り,更 に引つ ゞいて諸 家によ り犬5-7)及 び

兎8)9)に 同様 の方法 を用いた研究 が報告 され

るに到つた.こ の慢性子宮瘻 管法は手術 によ

つて腹壁に開孔 させた子宮乃至膣 の瘻 管を通

して実験毎に子宮腔内にBalloonを 挿入 し,

その内圧の変化を描記す るものである.

その後1941年 北島10)は 更に 一歩を進 め,

ゴムBalloonを 子 宮 腔 内 に 留 置せ しめ る新

法を案出 し,慢 性瘻管法の ように実験の都 度

Balloonの 挿入を行 わず,し か も長期間の子

宮運動記録を可能にす る方法を発表 した.こ

の方法は犬に就 て行われた ものであるが,間

もな く鵜池11),徳 富12)ら に より兎 に も試み

られ,子 宮運動の薬理学的研究に応用 されて

い る.こ の方法は北島によれば, Reynolds法

の ように子宮 と膣 との連絡を絶たないので,

子宮 の神経 支配及び血行 享受に異常 をお こす

惧れが少い こと,又 慢性瘻管法では子宮 が外

気 に曝 され,あ るいはなめ られて化膿性炎症

をお こす惧れが多 く,又 腹壁 と子宮が癒着 し

て子宮運動の抑制を生ず ることも起 りうるの
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であるが,こ の方法では このよ うな懸念がな

い.又 瘻 管法では実験毎にBalloonを 挿入す

るために粘膜 を摩擦 し,あ るいは消毒薬 を塗

布しなければならぬなどりための刺戟が加わ

るが.本 法では留置 されたNelaton氏Catheter

及 びBalloonの 僅かの水圧が加わ る程度でそ

れ以上の刺戟は子宮に加わ らない等の利点の

ある ことが挙げ られている.し か し,本 法の

瘻管法 にまさるもつ とも大 きな利点 として実

験を繰返す場合の操作が簡易化 された点を挙

げ るべ きで あろ うと思 う.

この ように子宮運動 の記録方法については

先人の努力に よつ て著 しい進歩がみ られたの

であ るが,こ れ らの方法ではいずれ もBalloon

の挿入位置に於け る收縮 及び弛緩の強度及び

その時間的 な変化 を知 りうるに過ぎない.し

か し,い うまで もな く子宮運動は興奮波の伝

播 によつて構成 され る組織的運動であるから,

一局部を通過 する收縮波の記録のみでは到底

腹窓法におけ るよ うな運動の立体的模様につ

いての知見はえ られない.

私は客観的記録 法に更に立

体的知見を加味 し うる方法を

もとめた結果, 2連Balloons

の子 宮 内 留 置 法 を 工夫 し,

一定 間 隔 に な らん だ2つ の

Balloonsに よつて伝 えられ る

子宮收縮 曲線の時間的なずれ

か ら子宮運動の伝播の模様を

も一部窺 いつ ゝ子宮運動の記

録観察 を試みたので ある.

本 篇では兎におけ るこの2

連Balloonsの 作製法,留 置

の手技及 び本法 を用いた生理

的子宮運動の観察に よつてえた二,三 の知見

についてのべ る.

実験材料及び方法

1.　実験動物

姙娠 していない3kg前 後の経産兎で毛並の

美 しい乳頭 の発達 した 元気の よい ものを選 ん

だ.産 褥兎を用いた場合には授乳 させないよ

うに した.こ れ らの兎は手術に際 し黄体形成.

のない ことを確かめたが,術 前及び術後 の実

験全期間中,特 別 な実験 自的 の場合 をの ぞい

て雄兎から隔離 した場所で飼育 し,且 つ実験

を行 つた.実 験期間中の飼育は常に栄養及び

清潔に留意 し,後 述 のよ うにBalloon喰 い抜

き防止 のためにほど こした腹帯の手入 れを怠

らぬ ように した.

2.　2連Balloonsと その製作

長期間子宮腔内に存置せ しめる目的上,そ

の形態,大 きさ,の みでな く,ゴ ムの厚 さ,

柔軟性,弾 力性 などについて も充分 に考慮の

必要があ り,又 外 面特 にNelaton導 管 と の

接続部が滑 らかで子宮内膜 に刺戟を与 えぬ よ

う,又 内面の癒着 しない よう等の注意が必要

であ る.こ うした要求を可及的満たすために,

下記の方法で もつて英国製Revultex生 ゴム註)

を使用 し, 2連Balloonsを 自作 した.出 来上

つたBalloonは 第1図(上)の 如 きものであ

るが,以 下や ゝ精し く作 り方についてのべ る.

先づ, Balloonの 型を合成 樹脂で作 つ た.

それには鑞 で予め直 径10mm,長 さ15mmの

紡 垂形の型をつ くり,こ れで石膏型を とつて,

その中にMetacryl酸 樹脂 を充填 し,加 温に よ

つて これを硬化 させ る.こ の際その紡垂の中

心に直径2mm(他 端はそれ よ りや ゝ細 く短

か 目にする)の 金属棒を横たえて固化 させ る.

出来上つた外観は第1図(下)の 如 くである.

第1図　 2連Balloonsと それを作るのに用いた合成樹脂型

註)　大竹市大竹町8区923.三 興化学株式会社 よ

り購入 した.
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この合成 樹 脂 球 の長 い 方 の金属 柄 を もち,

 Revultex (L. M. R.又 はH. R. 6)の 中 に 浸

漬 し10秒 間に10mmの 等速度でゆつ くりこ

れを垂直に もち上げ,そ のま ゝの位置で(傾

け ないで)45℃ の恒温器中に入 れ8分 間放

置 して生 ゴムの乾燥 と加硫 を行わせ る.次 で

この操作 を再び行い,今 度は合成樹脂球 の長

い柄 が下になる位置で乾燥 加硫を行わせる.

以上 を都合4回 行つたのち,乾 いた ゴム膜の

表面 にStearin酸 亜鉛を撒布 し,表 面にす り

こむ.而 るのち,こ れ を水中に入れ ゴム層 と

型 との間に水 を浸み込 ませたのち静かに出来

上つたゴム嚢を型か らはずす.そ して これ を

裏かえ しに し,新 らしい表面 にもStearin酸

亜鉛をす り込む.こ うして出来た ゴム嚢即ち

Balloonの 容積は約1ccで あ る.

第2図　 2連Balloonsの 構 造

2連Balloonsの 製作 には(第2図 参 照)先

づ 直径0.3mmの 鉛 ヒユー ズ線(f)を これ

と密 着 す る 程 度 の 薄 いVinyl管 で 被 覆 し,

 Nelaton (3号) (n)の 一 端 に差 し込 ん だ 薄

い ガ ラス管(g)の 外 壁 とそのNelatonの 内

面 との間 に これ を挿 入 し,外 か ら2号 絹 糸で

もつ て強 く結紮 固 定 す る.こ の場合 ガ ラス管

はNelatonの 管 腔 の塞 がれ るのを防 止 す る.

既 述 の如 くに して作 つた ゴムBalloonを ヒ ュ

ーズ に通 し,そ の一 端,口 の 大 きい方 を結紮

したNelatonの 端 に かぶ せ,こ の部 分(1)に

うす く均 等 にRevultexを 塗 布 して 表 面 の凸

凹 を滑 らか に す る.そ してBalloonの 他 端(2)

は ヒ ュー ズのVinyl被 覆 の上 に 矢張Revultes

で もつ て固 着 させ る.こ れ ら のRevultex塗

布 の前 に絹 糸 で 緊縛 してお く方がBalloonの

固 定 が 確実 で あ るが,こ の場 合は 結 び 目が な

るべ く突 出せぬ よ う注 意 しな けれ ば な ら ない.

以 上 で, Balloon 1個 の 固定 が 出来 たが,こ れ

と同 じ方法 に よつ て ヒ ューズ の他 端 に第2の

BalloonをNelaton導 管 と ゝもに固定 す る.

両Balloonの 間 隔 は1cm,従 つ て各Balloon

の 中心 の距 りは3cmと な る よ うに す る.

 Nelaton導 管 の長 さは10cm程 度 に してお き,

留 置 手術 後 適 当の長 さに切 る余裕 を の こ して

おい た 方が よい.出 来上 つ た2連Balloonは

Stearin酸 亜 鉛(又 は タル ク)を 充 分塗 布 して

おけ ば,か な り長 い期 間弾 力 及 び柔 軟性 を保

つ こ とが で き る.

3.　Balloon留 置手術

無麻酔,背 位固定,恥 骨上5cmか ら10cm

の間を中心 とし約10cm平 方を 電 気Hair-

Clipperで 除毛する.手 術野を1% Cresol石

鹸液で拭 き,次 いでGrossich法 で消毒す る.術

者はFurbringer法 で手指消毒し,そ の他一

切の器具を消毒し,無 菌的に手術 を行 う.

先づ正中線 にそつて恥骨上5cmか ら頭側に

約5cmの 皮膚 切開を加え,白 線にそつて両側

腹直筋を分離,筋 膜 を離断 し,腹 膜 を切開す

ると容易 に子宮が発見 され る.子 宮 の大きさ

(長 さと直径)を 測定 し,卵 巣の状態 を観察

し,黄 体 の存在 しない ことを確かめたのち,

一方の子宮角を引 き出 し
,そ の 子 宮 腔 内 に

Balloon留 置を行 う.

先づ子宮を腹腔外に引 き出し,広 靱帯の附

着部 と反対側で,子 宮の卵管移行 部よ り1cm

の場所 に於 て,血 管 の走 行 を 避 け て 小 型

Cooper氏 彎 剪 刀で0.5cm以 内 の切 開 を加 え,

この部 か らSondeの 鈍 端 を注 意深 く子宮 腔 内

膣 の方 向 に差 し込 み,約10cm距 つ た場 所 で

再 び血 管 を避 け 子宮 壁 を 破 りSondeを 外 に

突 き 出す.

予 め100℃ 5分 煮 沸滅 菌 した2連Balloons

の一 側Nelaton導 管 の端 を,そ の位 置に あ る

卵管 側 のSondeの 端 に結 び付 け,膣 側 の方へ

静 か にSondeを 引け ば2連Balloonsは 子宮
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腔内 に收 まる.こ の場合 無 理 をす る と子 宮組

織 を傷 け る.導 管 か ら滅 菌 餾 水 を注入 し,子

宮 腔 内 に おけ るBalloonの 位置 を確 か め,卵

管 側 のBalloonの 端 が 大体 挿 入 口 か ら1cm,

従 つ て 子宮 の卵管 移行 部 か ら約2cmに な る

よ うに してか ら, Balloon内 の水 を子 宮 自身

の 力で 出 るだけ 出す.即 ち,子 宮壁 に無 理 の

ない程 度 の水 を の こ して,而 るの ちNelaton

導 管 の 両 端 を 動 脈Clipで 挾 む(第3図 参

照).

第3図　 子宮内に留置された2連Balloonsの 位置

2号 絹 糸 に 丸 針で 子 宮壁 創 口を縫 合 し,

 

Ｎelaton導 管 は 巾着 縫合 に よつ て 子宮 壁 に そ

の内腔が塞 らないきつ さで結紮固定 する.次

に恥骨 より頭側5cm,開 腹傷口か らBalloon

留置子宮側(通 常右側子宮角に留置 した)に

1～2cmの 箇所で間隔約5cmを 距 て,腹 壁に

2個 の孔をあけ る.そ れには腹腔内か らPean

氏鉗子を突 き出し筋 層及び皮膚をついて突出

部に切開を加え る方法が安全である.こ れ ら

の2個 の孔か らBalloonのNelaton導 管 を,

卵管側の方を頭側の孔,膣 側の方を尾側の孔

から引 き出 し子宮 を出来るだけ自然の位置に

おき,又 位置を強制せぬ よう導管に も適 当な

ゆ とりを もたせた上で,腹 壁に固定す る.即

ち, 2号 絹 糸で筋 層を縫合 し,そ の糸で導管

を固定 し,次 で5号 絹糸で皮膚縫合 し同様に

導管を固定す る.こ れを終 ると,開 腹創 の3

層縫合を行 い,こ れを閉 じる.水 溶性Penici

llin 10万 単位程度を0.9%食 塩液に溶解 し腹

腔内及び創 口に適用する.

Nelaton導 管は両端を一緒 に結んで喰

いぬかれぬ ように し,滅 菌ガー ゼを 当て,

その 上に晒布 の腹帯をし,更 に細い 目の

金網で もつて作つた腹帯を施 す.こ の金

網 の腹帯はBalloon喰 い抜 きを防止する

目的で実験期間中施す もので,そ の断端

は軟かい布を もつて覆 い,摩 擦 によつて

皮膚を傷付けぬ ように作 られているもの

である.術 後3日 間毎 日ガー ゼ交換, 5

日目か ら実験可能である.

4.　 子宮運動描記装置 と操作

描 記 装 置は 北 島,徳 富 ら と同様, Balloon

中 の水 圧 の変 化 を水 銀Manometerに 導 きそ

の液 面 の上 下 へ の動 きを 拡大 して記 録 す る原

理 に よつ た.

装 置の配 置 の大 要 は略 図(第4図)の 如 く

で 主 な ものは水 銀Manometer (M), Lever

 (L),貯 水 ビ ン(R), Burette (B)で あ る.

これ ら は 図 の 如 くゴ ム 導 管 で 連 絡 し,貯

水 ビン とManometerを 結 ぶ 導 管 の 途 中 か

らT字 管 に よつ て, Mamometer寄 りにBal

loon用 導 管,貯 水 ビ ン寄 りにBuretteの 下

端 に つ ら な る 導 管 が そ れ ぞ れ分 岐 してい

る.こ のBuretteはBalloonの 内圧 を加 え且

つそ の收 容液 量 を 測 る 目的 の もので,図 の如

きBang氏Microburette 2cc容 の ものが 便

利で あ る.こ れ らの装 置 の うち 特 に子 宮運 動

を円 滑 に且 つ微 細 に記録 せ しめ るのに 肝腎 な

のは 水銀Manometerの 浮 動 子(F)と 描記 用

Lever (L1)の 具合 で あ る.水 銀Manometer

は内 径5mmのU字 型 で,浮 動 子 は極 く細 い

グラ ス管 の先 を球 状 に膨 ま した もの を用 い,

これ らは何 れ もSiliconeの 塗 装 を 施 し,浮 動

子 とManometer内 面 の 湿気 に よる 摩擦 を減

ず る よ う工 夫 した.郷 原 氏 ヘ ーベ ル の 回転軸

に細 い ピア ノ線 を固 定 し,こ れ を浮 動子 の 支

柱 の上 端 に挿 し込 んだY字 型 の受 け金 に 戴せ

そ の記 録 用Lever (L1)の 煤 紙 へ の接触 圧 の

回 転軸 の傾斜 角 度 に よる調 整 に 自由 を与 え た.

この 支持Lever (L2)の 軸か ら浮 動 子 の受 け

金 まで の距離7cm,記 録 用Lever 21cm,従

つて拡大率3倍.浮 動子へか ゝる重みを軽 く
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す る為に軸 の反対側にScrewに よつて移動調

整 し うる平均用重量(W)を つけた.浮 動 子

の支柱 の水平面への支 えには中央に小孔を有

す るグラス製のCapを 用いた.

第4図　 子 宮 運 動 描 記 装 置

M:水 銀Manometer, F:浮 動 子L1描 記Lever, L2:支 持Iever

W 平 均 用 重 錘, C Balloonに 接 続 す るCannula, R Reservoir, B: Burette

子 宮 運 動 の描 記 に 当つ て は,貯 水 ビ ン,水

銀Manometer, Burette及 び すべ て の ゴ ム導

管 を水 で 満 た し,貯 水 ビンの液 高 約25cm,

 Burette 60cm余 り(い ずれ も仰 臥 兎 の 腹 壁

の高 さを0と した)に な る よ うに して活 栓 乃

至Clipを 閉 じてお く.貯 水 ビンは 任意 に 上

下 し うる支 持 台 に 固定 され てい る.

次 にBalloon中 の空 気 をNelaton導 管 か ら

よ く吸 引 し去 つ た の ち,そ の導管 へ, Mano

meterに 連 な る ゴ ム管 の 末 端 に 附 け て あ る

先 の 急 に細 くなつ た グラ スCannula (C)を 挿

入 しBalloonとManometerを 連 絡 す る.こ の

Balloon-manometer systemに 適 当な 水圧 を 与

え る とBalloon内 圧 の変 化 がLeverに 伝 え

られ,子 宮 運動 が描 記 され るわ けで あ る.第

4図 に は1個 のBalloon manometer system

だけ しか示 され てな いが,他 の1個 のSystem

につ い て も同 様 で あ る.

な お,そ れ に 先立 つ て, BalloonとBurette

と の み を 連 絡 し, 60cmの 液 高 に お い た

Buretteの0目 盛か ら,内 容 を吸 引 して空 に し

たBalloon中 へ 水 を圧 入 し,入 つ た 液量 を2

つ のBalloonに つ いて比 較 す る方 法 に よつ て

Balloonの 癒 着 や 破 損 の 有 無 を検 査 す る よ

うに した.貯 水 ビン とこのBuretteは2つ

のBalloon-manometer Systemに つ い て共 通

で あ る.

実 験 成 績

1.　 Balloon留 置兎の経過について

57例 の2連Balloons留 置手 術 を うけ た 兎

に つ い て,そ の経 過 を み る と,留 置手 術 後3週

間 以 上無 事故 に実 験 を な しえ た もの が32頭,

 6週 間以 上 の実 験 を な しえ た もの は24頭 で あ
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つ た.途 中の故障 の原因はBalloonの 喰 いぬ

き, Nelatonと 皮膚 との固定不充分に よる腹

腔内引き込み, Balloonの 内壁 癒着又は破損

が比較的 多 く,そ の他傷 の化膿 に よるもの も

あつた.し か し,こ れ らは本研究 の比 較的 初

期に属 す るもので,そ の殆ん どが最初から注

意すれ ば避け うる性質の ものであつたので,

失敗例は後ほ ど減 少を示 した.

Balloonsの 長期留置に よつて子宮に生ず る

肉眼的並に病理学的な変化 について若干の兎

を用 いて検索 した.そ の結果子宮の長 さは留

置直後 と1ケ 月以後 と比 らべ,他 側の子宮角に

於 け る変化 と大差な く,又その太 さもNelaton

導管の部分では挿入直後に比 し著 明な増減は

み られ なかつた.し か し, Balloonの 位置に

当る子宮壁は2～3週 間以上にな ると,稍 肥

大の傾向 があ る.但 しその病理組織学的所見

では筋組織には全 く異常 のない ことが認めら

れた.

2.　Balloon内 の水圧と子宮運動

貯水 ビンの高 さを加減 してBalloons内 の水

圧を調節 し,煤 紙上の子宮運動 曲線 の模様か

ら好適水圧を検 らべ てみた.子 宮運動曲線 の

高 さが最 も大 き くなる水圧は動物の条件に よ

つ て一概 に決め られないが, 10～50cm水 圧

の範囲である.そ の うち比較的高い圧(30～

50cm)で は運動 曲線の 細部が よく現わ れ て

具合が よいが,緊 張の大 きいためか30分 もす

る と運動 の衰微が認め られ,反 之,余 り低 い

圧では收縮高が充分 曲線 にでない.そ の よ う

な理由か ら種 々試みた結果25cm水 圧が選定

された.こ の圧 では1時 間以上記録 させて も

收縮高には著明な変化は認め られないのが普

通であつた.

3.　子宮運動に影響する外的因子

無麻酔 兎を強制姿勢 の下にお くため,そ の

腹腔内圧 に変化 をきたす諸種 の要因に よつて

子宮運動 曲線 が影響を蒙 る可能性があ る.従

つて,兎 自身の身体 動揺,排 尿,腸 蠕動など

に よる影響を考慮 しなければな らない.し か

し,一 般に 身体的動揺に よる子宮 曲線 の変化

は尖鋭 な一過性 の変化で示 され るのが普通で

あ る.又 排 尿時の影響は特有 の收縮様 曲線で

示 され るが,そ のため後の收縮 曲線 が影響 を

うけ ることは まずない.

腸 の蠕動運動は腹壁を とお して明 らかに こ

れが認め られ る程度(た とえばPilocarpineの

一定 量を注射 の場合)で も
,そ れだけで收縮

曲線 が著明な影響を蒙 ることはなか つた.呼

吸運動による変化 は殆んど,子 宮運動 曲線に

考慮すべ き影響を与えない.唯,注 意すべ き

は音 響 と接触刺戟が突然加つた場合,屡 々激

しい体 の動揺を繰 り返す ことで,こ の場合,

曲線 がみだれ るのみでな く,装 置の震動に よ

る事故 もお きるので,こ れ らの点は特に注意

を要する.

4.　子官運動曲線の種々相

描記 された兎の子宮運 動曲線は兎によ り,

殊にその描記の 日によつて相違 した様相 を示

している.第5図 には本 法によつて多数 の兎

か ら種 々の時期にえ られた曲線 の うち代表的

な若干 の ものを示 したが,こ れ らの曲線 の形

態及び模様にみ られる相違はかな り複雑であ

る.即 ち,あ るものは緩慢 な山形の收縮を比

較的均等な間隔で示 し, 2つ のBalloonsに よ

る收縮 の山が略 々一定の時間ずれ て発生 して

いる状況が認めえ られ るのに対 し,あ るもの

では山 〓山の間隔が不規則である.そ してこ

の場合,卵 管側 の收縮 と膣側 の收縮 とが互に

対 照 的 な 関連 を示す もの と,こ れを認 め 難

い もの とがある.收 縮 曲線 の 高 さ に 於 て も

3～4cmに 及ぶ ものか ら僅かに活動を認 め う

る程度の ものまで頗 る多様である.し か しな

がら,こ れ らの曲線 の相違 は(1)收 縮 高の大い

さ, (2)收縮波の頻度, (3)整調度及び(4)波 型に

よつて大略の類型を区別す ることができる.

そして, 2つ の 自Balloonsの卵管側及び膣側に

よるそれぞれ の收縮波 の相互関係から判断 さ

れ る, (5)收縮波 の進行方向の所見を これに加

える ことがで きる.(1)～(5)に 関する記載を次

のよ うな符号によることにした.

(1)　收縮高:便 宜上大部分 の山について曲

線の基底線か らの高 さ20mm以 上(水 圧42cm

以上 に相 当)を 〓, 10～20mm(水 圧34～
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第5図　 兎 子 宮 運 動 曲 線 の 種 々 相
2連Balloonsに よる描記曲線,上 は卵管側,下 は膣側Balloon.白 点

は時間的対応の位置,欄 外の矢印は大部分の波の伝播方向.時 記10秒.
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42cm)を 〓, 5～10mm(水 圧29～34cm)を

+, 0～5mm(水 圧25～29cm)を ±,で 表わ し

た.

(2)　收縮波の頻度　 10分 間に於け る收縮波

数 を計算 した.

(3)　波型　と(4)　 整調度　 両者は互 に関連

性が大き くこれ らをすべ ての場合に於 て区別

す ることは必要以上に煩雑であるか ら,次 の

よ うな分類を行つた(第5図 を参照).

R1:単 純な高 さのそろつた山を描 き各山

の間隔が略 々相等 しい もの,

R2:比 較的近似 した高 さの山を描 くが各

山の間隔が前者に比 らべて不均等な もの,

R3:山 の高 さが不揃で,そ の間隔 も概 し

て不揃の もの,

R4:曲 線が極 く僅かの波動 を示す程度で

頗 る微弱な もの,

R5・ 收縮の山が一定 の休止期 を置いて,

群生的 な現われ方をす るもの.こ れには種 々

の程 度があつて,第5図hの ように比較的R2

に近い ものか ら,休 止期 と波の群生化 との区

別が一 層判然 した もの とがあ る.そ の ような

例 では3～5分 に亙 る休止期を置いて, 3～4分

の間に数回の比較的急激 に経過す る收縮の山

が〓又は〓程度 の高 さで もつて周期的に群生

化す る特徴 のあ る波型が示 され る.か ような

顕著な群生化は卵胞Hormone注 射に よ る発

情の場合に屡 々認め られ る(次 篇参照)が,

正常 兎の場合には第5図h程 度以上の ものは

稀であつた.

R4及 びR3の うち波型が著 し く不規則の も

のでは收縮波の頻度を明確に し難い,尚 以上

のほかに,大 きな規則正 しい山 の間に微少波

の附随す るもの もあるが,便 宜上大きな山を

主体 としてR1又 はR2に 統合 した.

收縮波の伝播方向　 兎の子宮運動の進行方

向 に関 しては従来の文献はいずれ も腹窓法に

よる ものであ るが, Ludwig4)ら は上行性 と下

行性の蠕動波のある ことを 説 き,倉 品13),飯

野14)は蠕動 と逆蠕動 を区別 している.し か し,

中曽15)及 び東原16)は 正常子宮運動には蠕動

運動のほかに分節運動,振 子運動その他 の運

動型を区別 してお り,中 曽は收縮波 の進行方

向 について も,上 行波及び下行波のほか,展

開波,反 動波,相 殺波,乗 越波,交 叉波の存

在 を説いてい る.私 も実際に福原式腹窓法を

設置 した数匹の兎について実地 に子宮運動 を

観察 した ところ,定 型的な一方向 の蠕動波 の

みをみる場合は割合に少な く,分 節運動及び

振子運 動その他 の複雑 なる運動に よつて收縮

波の進行方向を単純には決定 できない場合の

かな りあることを知つた.従 つて, 2連Bal

loonsに よるその伝播方向の判 定 に つ いて も

凡ての場合に可能ではな く,比 較的整調な收

縮波を示す場合,即 ち, R1とR2乃 至R5の

大部分の如 きに限 られ ることが知 られ,そ の

他では1方 向への波の進行 を持続的 には判定
自し難い ものが多い

.

收縮 波の進行 方向の判断は次 のよ うにした.

先づ子宮卵管側(上 の曲線)と 膣側(下 の曲線)

の記録の最終部 の位置の比較(第5図g参 照)

に よつて,両 曲線の時間的な対応部位 を決定

す る.次 で時間的に略 々対応す る曲線 の中で,

特徴のある類似形の1対(第5図c, d, h),

あるいは不規則な休止期の対応部位(第5図

b, c, h)を 見付ければ比較的容易に対応波の

位置からその進行方向を判断で きる.し か し,

描記 した時間的範囲内で これが案 外判 り難い

場合がある.こ のよ うな場合には全体 につい

て検討 してなるべ く対応す る波について考え

ることにした.又 第5図eの 如 く1側 の收縮

が比較的規則正しいのに対 して,他 側の收縮

が不規則なために方向 の判断出来ぬ場合 もあ

る.第5図f, gの 如 き場合はその方向を判

断ができない.観 察 された曲線 の うち大部分

の波の進行方向が卵管側 よ り膣側に向 う場合

↓で表わ し,そ の逆の場合は ↑とした.又 当

初多 くの波が ↓であつた ものが ↑に変化す る

ものでは ↓-↑,そ の逆の順序の場合は ↑ ↓

とした.方 向不定 の場合乃至曲線から これを

判断で きぬ場合は ↑↓として表わ した.第5

図にそれ らの判定例がみ られ る.こ の伝播方

向に関す る判定は通常20分 間の記録 曲線に基

いて行つた.
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5.　子宮運動の周期的変化

Knaus17)は 兎について卵胞成熟期には黄体

形成期に比 らべ子宮運動が旺盛 とな り,收 縮

数 も頻数 となるとのべ てお り, Reynolds18)は

子 宮瘻管法で もつて,兎 の交尾慾を 目標 とし

発情期の子宮運動は活溌で,性 周期に より運

動に変動を きたす もの と考えてい る.上 田及

び文9)も 成熟卵胞をみ とめた ものは子宮運動

が活溌であつた とい う.し か し,同 一の兎に

つ いて長 い期間に亙 つて子宮運動を描記 し,

その変動 の周期 を詳細に観察 した研究はみら

れ ない.私 は5頭 について本法を応用 して こ

の点を観察 した.

その成績は第1表 にみ られ るように,そ の

波高に於 て瞭 らかな周期的 な変化がみ とめら

れ る.そ して,そ の最大波高のみられた 日か

ら次 回の最大波高 のみられた 日までの間隔は

兎に よつて 相 違 し, No.94の 最短13日 か ら

No.92の26日 となつている.第6図 はNo.

103の 兎に於 ける波高の変化 の経過 を実測数

値の曲線で もつ て示 してあ り,波 高 の2つ の

ピー クが25日 の間隔でみ られている.

第1表　 兎 子 宮 運 動 の 周 期 的 変 化

註)　 No.103* 印はその前後に於ける最大波高 日

併し乍ら,收 縮波に関する波高以外の性質

に関 しては,そ の周期性は明瞭 でない.波 型

及び整調度に就ては一般 に〓 の波高に於 ては

R1乃 至R2,即 ち比較的整調な ものが多 く,

これに反 して±～+の 如 き低い波高の もので

は, R3,即 ち整調でない ものが多い ことが認

め られ るが,そ れは一般的傾向であつて,〓

にR3を み,± にR2の もの もある.従 つ て,

波型や整調度 をもつ て周期性を窺い難い.第

1表No.103の 兎では7月1日 の曲線 に收縮
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波 の群生化(R5)が 認め られた.し か し,そ

の後 の1ケ 月余 に亙 る描記 曲線には再 び これ

を認 めえなかつた.

経 過(月 日)

第6図　 子 宮 運 動 曲線 の收 縮 波高 に み られ る周期 的変 化.

T　 卵管側, P　 膣側Balloonに よる子宮運動の波高(兎No. 103)

次 に收 縮頻 度 につ い ての 周期 性 の点 で あ る

が第1表 の5例 が らは明 瞭 に し難 い.波 高 の

大 さ とそ れ との関係 につ い てみ るに, No.57,

 No.103及 びNo.94で は波 高 の大 きい場 合 に

は多少頻数の傾向が認められ る.し か し,他

の2例 ではその点不明瞭であ るし又その周期

的変化 を明確に し難い.伝 播方向の所見につ

いて も観察 され た期間に於け る周期性を認 め

難い.し か し,後 述の ように波高の大 きい曲

線に於 てはその方向が判定 し難い とい う場合

は少 く,↓ 又は ↑のいずれかにまとまる傾向

がある ようにみ られ る.

尚 これ らの変化につ いて, 2つ のBalloons

の卵管側 と膣側 の ものに よつて導かれた曲線

の間に概ね著 しい差異は認 められ ないのが例

であつた.

以上 の所見か ら,兎 の子宮運動の周期性は

その波高に於 てもつ とも明 らかに認 められ る.

そ して,波 型,整 調度,收 縮頻度及 び伝播 の

方向 におけ る変化は波高の変化 とある程度の

関連性 は見出 され るが,そ れ単 独では 周期性

の示標 としては利用 し難 いものであ ることが

判 る.

6.　発情と子宮運動並に交尾による

子宮運動の変化

兎の膣脂膏は個体差 異を示す ことが高度で

あつて,鼠 の ように性 周期的変化の各期を決

定す ることが容易でない.又 排卵は交尾刺戟

によつて誘発 され るものであ るか ら,卵 巣 の

変化 も必 しも発情の有無 を決定す る明瞭 な資

料にならない. Reynolds18)19)は 子宮運動の活,

溌 さが時期に よつて相違す ることか ら,そ れ

と発情 との関係を想像 し子宮瘻管 を設けた多

数 の雌兎について子宮運動 の記録 後,雄 を与

えて交尾を受け入れ るか否かを検 らべた結果,

交 尾に成功 した雌 の大部分はその直前の記録

曲線に中等度乃至著明な子宮收縮高 を示 した

ものであつた とのべてお り,交 尾慾 と子宮運

動 との間に関係のあることを説いた.発 情時

に子宮運動が活溌である とい う観察は腹窓法

に よる研究者(中 曽15),東 原16)ら)の 報告の

中に もみられ るが,こ の種 の方法では波高の

数量的な変化 との関係が知 られない.

兎の交 尾 後 の 子 宮 運 動 の 変 化 に つ い て

Reynoldsは 事後5～8時 間で運動の減弱 がみ
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られは じめ, 9～12時 間に於 て最 もこれが著

明にな るとのべ てい るが,腹 窓法 の観察者た

ちの中には却つ て交尾後数時間 より運動性の

亢進 の起 ることを説 くものがある.即 ち,倉

品20)は 交尾後1～2日 目は発情子宮 と同様で

あ り, 3日 目に到つて著明な運動減弱 をきたす

とい ゝ,中 曽15)は交尾後数時間か ら漸次興奮

性が亢 まり排 卵後は更 に この傾向が強 く,排

卵第1日 に於 て最高調に達 し,以 後次第に運

動性が低下するとし,東 原16)も交尾前 より亢

進 した発情期子宮運動は交尾に よ り更に亢 ま

り,第1日 目に最高 とな り,以 後運動性は低

下す るとのべている.

私は上述の観察 された子宮運動特 に波高の

周期的変化に関す る知見を性周期 との関連に

於て知 りたい意図で,子 宮運動の盛衰特に波

高のそれ と交尾慾 の 関係に関 するReynolds

の実験を, Balloon留 置兎で もつ て追試 して

みた.実 験には手術時黄体形成を認 めず,以

後雄か ら隔離 された5頭 の兎が用いられた.

それ らは子宮運動を描記 されたのち,数 日間

雌に近付かなかつた雄 と同 じ襤に入れ られた.

第2表　 交尾前後の子宮運動

これ らの うち, 3頭 の雌は雄の興 奮 した鳴

き声や,体 をす りよせ時々上に乗 りか ゝる動

作に対 しても興奮 の様子 がな く, 30分 間の観

察 中交尾は行 われ なかつたが,他 の2頭 では,

雄 の 乗 りか ゝる動 作に呼 応 して尾 部を もち

あげ,交 尾を受けやすい姿勢を とり,い ずれ

も交尾の成功 を確実に観取できた.こ れ らの

うち前3頭 は交尾前 の子宮運動の波高 ±～+

の ものであつたが,後2頭 は 〓 及 び〓 の 波

高を示 し, Reynoldsの 実験 とよ く一致 を み

た.

次 に交尾に成功 した2頭 について交尾後の

子宮運動を時間的に観 察 した成績は第2表 に

みられ るとお りであ る.第7図 には この うち

No.38の 兎の交尾後3時 間以後の子宮運動曲

線が示 されてい る.こ の兎の交尾直前 の曲線

は第5図cで あ る.こ れ ら図表か らみ られる

ように,交 尾前の比較的高い波高は3時 間後

には既に幾分低下 し, 6～12時 間では更に小

さくなつてい る.し か し, 24時 間後に於 て2

例 とも一時波高の再増加の傾向が示 され,次

で48時 間に到 り,今 までの最低 よりも一 層弱

まつてい る.こ の場 合,更 に注意 され ること

は両例 とも交尾後12時 間 までの收縮波には頻

度の増加がみ られ ることであつて,そ れに伴

つて波型及び整調度の不整を きた し,同 時に

伝播方向の判別が困難 となることであ る.換

言すれば子宮の個 々の收縮波は 大きさを減ず

るが,複 雑 な收縮波の頻 回出現をみ ることに

な る.こ のよ うな收縮波が, 24時 間後比較的

落ち付 いた 大きな波高 の收縮を示 したのち,

は じめて殆んど静止に近い弱い運動に移行す

る.こ の ような状態は, No.38で は18日 間,

 No.40で は14～15日 持続 したのち,漸 次活溌

な子宮運動 の再開をみ るに至つた.

7.　子宮運動とその伝播方向

子宮運動現象が蠕動及び逆蠕動のほかに複

雑 な型式 の参与を含む ことに就 ては既述 のよ

うに腹窓法に よる観察老の多 くが説 くところ

である.事 実2連Balloonに よる2つ の山線 の

相互関係 も一定 の時間的ずれを もつた対応波

として関連せ しめえない不規則な関 係を もつ
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て示 され る場合が極めて多かつた.こ れ らの

うちあるものでは,何 れか一 方の曲線に 於け

る規則正 しい間隔 の波が突然脱 落し,あ るい

は反対 に新 らしい波がその間に加わ るとい う

所見 もあつた.こ の場合,そ れが契機に なつ

て波の進行 の方向が上行性か ら下行 に,あ る

いは又その反対に変 ることもあつた. 2つ の

曲線の收縮波が一定方向に進行 していること

を示す,規 則的 な時間的ずれを置いてな らん

で いる途 中,そ の時間的ずれを欠いだ,同 時

的收縮 とみ るべき山の出現 した例もある.こ

れ らのある場合は分節運動の存在を推考 させ

る.し か し,そ れ以上に複雑な波型につ いて

この2つ の曲線 の相互関係を関連せ しめる こ

とは困難であ る.そ こで,こ ゝでは腹窓法の

観察ではなしえない波高の測定結果 と従来 の

記録法ではできなかつた伝播方向に関す る一

応 の観察 とをな しえた本法 の特長に もとず き,

收縮波の 大きさと伝播方向 の間には如何 なる

関係があ るかを窺つてみ た.但 し,伝 播方向

につ いては 曲線上 の大部分 の收縮波について

の ものである.

第7図　 交 尾 後 の子 宮 運 動 の 変 化(兎No.38)

交 尾 直前 の子宮 運動 曲線 第5図Cに つ づ く. a; 3時 間 後, b; 6時 間 後, c, 12時 間 後, d, 24時 間 後,

 e; 48時 間 後, f; 18日 後, g; 21日 後.上 の曲線 は卵管 偶,下 は膣 側Balloon.時 記10秒

第3表 は24頭 よりえた141例 の描記曲線に

ついて,こ の関係を整理 した もので,收 縮波

高 の 大きい ものでは,そ の伝播に も一定 の方

向の ものが多 く,反 之,收 縮の弱 いものでは

その 方向不定又は判定困難 なものが多い.伝

播 の方向は卵管側か ら膣側にむか う下行性が

多いが,こ れは大部分の收縮波 についてであ

つ て,途 中からその方向の変更 される場合 も
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あ る.

第3表　 收縮波の大きさと伝播方向

考 察

子宮運動 の変化を量的 ならびに時間的に取

扱 うことを必要 とす る薬理学的研究 目的には,

そ の運動を 曲線に うつ して解析す るのが もつ

とも正確 な方法であ る.そ のためには腹窓法

とちがつて子宮に対 してあ る程度の手術的乃

至器械的 な措置を加 えることはやむをえない.

数 多 くの生体位子宮運動描記 方法の うち慢性

子宮瘻 管-Balloon法 はReynolds3) (1930)以

来多数 の人たちに よつて使用 され,可 及的生

理的で あるとい う意味に就 ても,優 れた実験

法 として名声をえているように思われ る.し

か し,実 験の都度Balloonを 滅 菌し,又挿入の

操作 に伴 う心ずか いを含めた煩雑 さを,そ の

上解消で きれば長期 の実験には更に好都合で

あ る.こ の意味で子宮 内Balloon留 置法は更

に一歩前進 した もの とみ ることがで きる.し

か し,本 法でBalloonの 長期子宮内留置 とい

う,生 理的 とい う意味でに一応考慮 され るべ

き条件があ り,尚 充分 の検討が必要であ る.

と ころで,こ の方法 は今 まで に北 島10),鵜

池11),徳 富12)の3氏 に よつ て行 わ れ て い るに

す ぎず,且 つ兎 に つ い ては長 期 実 験は まだ行

わ れ て いな い.私 の今 回 の実 験 は 先づ この点

に 関 して検討 が な された もので あつ て,そ の

結果 は 上 述 の成績 か らみ てほ ゞ満足 す べ き も

ので あつ た とい え る.

即 ち,適 当なBalloonを 注 意 して子 宮 内に

留 置手 術 され た兎 で は そ のた め に特 に子 宮組

織 に障 碍 を まね くことが な く,相 当長 い期 間

に亙 つ て子 宮運 動 描 記 が可 能 で あ りえ た.そ

して,反 復 描 記 に よつ て子 宮運 動 の 日々の変

化 を しめ した が,殊 に一 定 の期 間 を置 い て明

瞭 に高 い波 高 の 日が 繰返 され る現象 のみ られ

た ことは,本 法が 生 理的 な子宮 運 動 を支障 な

く長 期 に亙 つ て描 記で き る とい う一 つ の証 拠

を示 した もので あ る.

兎 の発 情 周期 に つ い ては 諸家 の意 見 が一 致

してい な い.こ の動 物 で は通 常 交尾 に よつ て

のみ排 卵が起 り,黄 体 が形 成 され る.こ の よ

うに 自然排 卵 の起 らない こ とは発 情 に 関す る

徴 候 が他種 の動 物 よ りも不 明瞭 な理 由 とみ ら

れ る.齧 歯類 の 発 情期 の判定 に利 用 され る膣

脂膏 法 がStockerd & Papanicolaou21), Long &

 Evans22)に よ り紹介 され てか ら,本 法 に よつ

て兎 の発 情 週期 を知 ろ うと した 人 た ちが 多 い.

 Wood23),芝 田24) 25), Hamilton26),渡 部27)は

本 法 に よ る発情 期 の判 定 が 可能 で あ る と し,

 Wood23)は 本 法 で 検 した 発 情 周期 として10～

13日 の数 字 を挙 げ て お り,芝 田24)は3～12日,

平 均7日 と し て い る.し か し, Snyder28),

 Kunde & Proud29)は 膣 脂 膏 の細 胞 に は 著 明

な変化 は み られ るが,を の変 化 は周 期的 とは

いえ な い とのべ て お り,松 井30),竹 脇31)も 本

法 に よる判 定 は不 能 で あ る としてい る. Hill 

& White32)は 兎 の卵巣 濾 胞 の状 態 を3～27日

間隔 で もつ て反復 検 らべ た 結果,成 熟 濾 胞 は

7～10日 の生 命で あ る こ と,全 卵 巣 の状 況 は

ほ ゞ1週 間 毎 に更 新 して い る と報 告 して い る.

矢 島33)は 腹 窓 法で もつ て卵 巣 を観 察 し,そ の

卵胞 は2, 3個 乃至 数 個づ つ 漸 次 卵胞 大 細胞

を形 成 す るが,排 卵 は行 わ れず, 2～6日 間 こ
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の状態を保つてのち,次 第 に縮少消滅す ると

のべ ている.

Reynolds18)19)は 交尾慾を発情期 の主 目標 と

して,不 姙兎の子宮運動の亢進特 にその波高

の増加が この発情期に於 てみられることを多

数 の兎についてみてい るが,私 の実験におい

て も少数例ではあるが,追 試に よつて この事

実を認め ることがで きたので,こ の事実 にも

とず いて,子 宮運動 の波高 の最高(乃 至收縮

波 の群生化)時 を発情期 の目標 として,長 期

観察 した結果13～26日 の間隔で これがみ られ

た.こ の数値は上述の膣脂膏や卵巣の変化に

もとず く観察者 のい う周期 と比 らべ,少 し長

い ように思われ るが,未 だ発情期におけ る子

宮運動亢進 を目標 とした性周期の判定法を試

みた報告がないので,今 後の批判にまちたい

と思 う.

次に,交 尾後の子宮運動で あるが, Reyno

lds18)は 交尾前に旺だつた運動は交尾後5～8

時間で減衰が著明 にみ られ るとい う瘻管法の

観察に対 し,腹 窓法の観察者は交尾後暫 ら く

運動 の亢進をみてお る.即 ち,倉 品13)は交尾

後1～2日 目は発情子宮 と同様で, 3日 目より

著明 な運動減弱を来す とい ゝ,中 曽15)は交尾

後3日 目に最高調に達 し,以 後次第に運動性

が低下す るとし,又 東原16)は交尾後運動は一

時亢 ま り第1日 目に最高に達 し,次で減弱 する

といつている.私 の実験では交尾後3時 間で

既に波高 を減 じはじめてい る.し か し,こ の

場合,注 意 され るのは交尾後波高の減少 と同

時に收縮頻 度の著明の増加 のみられ ることで

あ る. Reynolds18)の 論文では この点 の記載が

充分でないが,腹 窓法では波高 の数量的 な測

定がで きないので,こ の收縮頻度の増加を も

つ て運動亢進の所見 としてのべ たものではな

いか と思 う.こ のよ うな状態は多少波高の減

少をつ ゞけながら12時 間に及ぶが,引 つ ゞい

てこれが減 少 してゆ く途 中, 24時 間後一時波

高 の増加をみた.こ の変化 の意義 については

現在説明困難であ るが,東 原16)が子宮運動は

排卵後の第1日 目に最 高潮に達す るとい う所

見 と関連す るよ うに思 う. 2例 の兎で もつ て

交尾後の子宮運動 の静止期間は14及 び18目 に

及 んだ.こ の 日数 はReynoldsの 同様 の実験

におけ る15～20日 間 とい う数値 と略 々一致 し

てお り,又 交尾慾及び受胎能を 目標 として計

算 された偽姙娠の期間Hammond34)の16日,

 Parkes (1929)の14日,芝 田25)の 約3週 間 と

も近似 している.

今回 の実験に 特に2連Balloonsを 試みた意

図であつた運 動伝播方向 の推測は,比 較的整

調な波の場合にはある程度可能であつた.一

般 に正常兎では整調度 のよい波型は一般に波

高 の大 きい場合 に多い ことが認め られ,こ れ

に反 して概 して整調度 の乏 しい波には波高の

小 きい ものが多いことが知 られた.後 者の場

合には2つ のBalloonsに よる運動 曲線 の変

化の間に時間的な関連を見出す ことが困難で

あつた.し か し,整 調度の よい場合で も蠕動

波の進行は同じ状 態 で 継続的に2つ のBal

loon上 を規則正 しく通過す るものではな く,

 1つ だけのBalloon上 の予定 され る收縮が欠

除 し,あ るいは反対に追加 され ることがあ る.

あるいは又2つ のBalloonが 全 く同時に收縮

し,そ れに引つ ゞいて伝播方向が反対にな る

こともある.こ れらは腹窓法の観察者のい う

分 節形成や交叉波 などの現象を物語 る所見で

あろ うと思われ る.し か し,概 して,そ の大多

数 の收縮波についての観 察ではその波の進行

の方向が推定で きる場合が多い.こ の点は腹

窓法の観察者が認めている多 くの複雑 な運 動

型や特殊 な伝播の仕方は波高 の大 きい場合に

は,そ の小 なる場合に比べて比較的少 いもの

と考 えさせ るよ うに思 う.曲 線 上にみられ る

大部分の波 の進行方向 を概観 した結果,波 高

の大 きい ものでは,下 行性 の進 行を示 した も

のが割合に多かつた.こ の知見は東原16)が発

情期 の子宮運動では逆蠕動が一般に少い との

べている腹窓法の所見 とも一致す るものであ

る.蠕 動系運動の群生化については次篇での

べ るように,卵 胞Hormone注 射兎に於 て定

型的 な本運動を認められ る点か ら,発 情期に

於け る子宮筋 の特殊 な緊張性変動 の状態 とし

て理解 され る.
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結 論

1.　 長期間に亙 り可及的生理的 な条件 に於

てしか も安易 に子宮運 動を記録 し,な お且つ

そ の記録か ら子宮運動の伝播模様に関する立

体的な知見を もえよ うとい う意図か ら, 2連

Balloonsの 兎子宮内留置法を工夫 した.

2.　 この目的 の2連BalloonsはRevultex

生 ゴムから自作 した もので,各Balloonの 中

心間隔は3cm,そ の一端が 卵 管移行 部か ら

2cmに 位置す るよう子宮腔内に留置 され,な

るべ く自然の位置に置かれた子宮の壁を貫通

固定 され た 導管 で もつ て,用 に のぞ ん で

Balloon内 圧を記録で きるように した.

3.　 この方法で2連Balloons留 置手術を う

けた57頭 中6週 間以上無事故 に実験できた も

のは24頭 であつたが,事 故 の大部分は注意す

れば避け うるものであつた.長 期留置に より

子宮壁に多少 の肥大が認 められるが筋組織に

は変化 をみなかつた.子 宮運動 曲線記録の好

適Balloon内 水圧は25cm前 後であつた.

4.　 子宮運動 曲線は收縮波高,收 縮波の頻

度,波 型及 び整調度について分類 され る多種

類 のものが認め られた.比 較的整調な ものに

ついては 卵管側及膣側 の両Balloonsに よる

收縮波 の時間的 なずれか ら,蠕 動運動の伝播

方向 を推定で き東た.

5.　 同一兎の子宮運動曲線は 日に よつて相

違 したが,そ の收縮波高には周期性 が認め ら

れ, 5頭 についての最 大波高が13～26日 の間

隔で認 められた.波 型,整 調度,收 縮頻度及

び伝播方向の変化は波高の変化 とあ る程度の

関連性はあ るが,周 期性 の示標 とはな り難い.

6.　 交尾慾を示標 として観察 した発情期に

あ る兎 の子宮運動はいずれ も波高が大き く,

あ るいは收縮波の群生化 の傾向がみ とめられ,

発情を認めなかつたものでは收縮波高は小で

あつた.従 つて,上 述の波高の周期 は発情周

期 を示唆す るものである.

7.　 交尾に より交尾 直前 の比較的高い波高

は3時 間後既に幾分低下 しは じめ, 48時 間後

には極めて微弱 とな り,運 動 の再開 をみ るま

で14日 以上殆んど静止 した.し か し,交 尾後

12時 間迄 の子宮運動では收縮頻度はむ しろ増

加の傾向をみた.

8.　 2つ のBalloonsに よる收縮波 の時間的

ずれか ら判断 した,運 動の伝播は概ね複雑で

一定 方向 の波動 の進行が長時間持続す ること

は少い.し か し,一 般的にみて收縮波の大 き

い ものでは,そ の方向がほ ゞ一定 し,こ の場

合,特 に卵管側か ら膣側への伝播を しめす も

のが多かつた.

この論文の要旨は昭和28年10月11日 第8回 日本薬

理学会近畿部会(抄 録,日 本薬理学雑誌50, 30§,

 1954)及 び昭和28年12月19日 第466回 岡山医学会通

常例会で発表した.
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Studies on the Uterine Movement by Means of the

 Double Balloon Technique

Part1

Double Balloon Technique for Recording Uterine Movement of

 Conscious Rabbits in the Chronic Experiment, and Some

 Observations on the Physiology of Uterine Movement

By

Osamu Akamatsu

In order to record the uterine movement of a rabbit over a long period of time, under as

 physiological a condition as possible and by a simple procedure and to observe the mode of

 propagation of uterine contraction from such a record, a method of detaining double balloons

 in the uterus was devised. The balloons were made of raw rubber, the centers of two balloons

 being apart at a distance of 3 cm and were withheld inside the uterine cavity, near the

 Fallopian tube. Changes in the water pressure inside the balloons produced by the myometrial

 activity were recorded kymographically under conscious state on desired occations.

Of the 57 rabbits submitted to this operation, 24 remained unharmed and were able to

 be used for the experiments over 6 weeks. Majority of the casualties could have been pre

vented by taking a little more precaution. The uterine movement curve was recorded best

 when the water pressure inside the balloon was 25 cm. The shape of the curves was variable,

 and could be classified by wave height, frequency of the waves, wave form, and rhythm.

 Comparatively rhythmical curves would enable prediction of the direction of peristatic move

went from the time deviation of contraction waves transmitted by the two balloons.

The height of uterine movement curves of rabbits varied from day to day but its maxi

mum was found to come in intervals of 13-26 days in five rabbits. In the does known to be

 in heat from copulating tendencies, the wave height was generally great or there were some

 grouping of contraction waves. On the contrary, the waye height was small in those not in

 heat. It may be considered, therefore, that the periodicity in wave height described above
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indicates the oestrus cycle. The wave height lessened somewhat three hours after the copu

lation, became extremely slight 48 hours later, and the uterine movement practically stopped

 for over 14 days until the start of the next movement. However, frequency of uterine con

traction rather increased during 12 hours following the copulation.

The mode of propagation of uterine contraction as judged by the time deviation in the

 contraction of the two balloons was generally complicated and the march of the movement in

 only one direction over a long period was a rare occurrence. It may be said, however, that

 the direction of the wave march is generally definite when the wave height was great and

 in the Majority of such cases this is from the tubal side to the vaginal.


